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表示価格はすべて税別。

2014・5

２
０
１
４
年
６
月
刊
◎
定
価
５
０
、０
０
０
円
＋
税　

IS
B

N
978-4-905421-57-3

第
１
巻
●『
岡
山
孤
児
院
月
報
』第
１
号
〜
第
８
号（
一
八
九
三
年
八
月
〜
九
四
年
五
月
）

『
岡
山
基
督
教
』第
１
号
〜
第
４
号（
一
八
九
四
年
九
〜
一
一
月
）

『
明
治
二
十
八
年
岡
山
孤
児
院
年
報
』（
一
八
九
六
年
二
月
）

英
文
機
関
誌『A

SY
LU
M
 R
ECO

R
D

』３
冊（
一
九
〇
二
年
三
月
〜
〇
三
年
一
二
月
）

『
岡
山
孤
児
院
新
報
』第
１
号
〜
第
27
号（
一
八
九
六
年
七
月
〜
九
八
年
）

第
２
巻
●『
岡
山
孤
児
院
新
報
』第
28
号
〜
第
62
号（
一
八
九
九
〜
一
九
〇
一
年
）

２
０
１
４
年
12
月
刊
◎
定
価
７
５
、０
０
０
円
＋
税　

IS
B

N
978-4-905421-60-3

第
３
巻
●『
岡
山
孤
児
院
新
報
』第
63
号
〜
第
98
号（
一
九
〇
二
〜
〇
四
年
）

第
４
巻
●『
岡
山
孤
児
院
新
報
』第
99
号
〜
第
122
号（
一
九
〇
五
〜
〇
六
年
）

第
５
巻
●『
岡
山
孤
児
院
新
報
』第
123
号
〜
第
148
号（
一
九
〇
七
〜
〇
九
年
五
月
）

付
録
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ（
総
目
次
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

◉
体
裁
│
│
│
│
│
│
Ａ
４
判
・
上
製　
＊【
画
像
・
映
像
編
】第
３
巻
の
み
Ｄ
Ｖ
Ｄ

◉
揃
定
価
│
│
│
│
│【
機
関
誌
編
】『
岡
山
孤
児
院
新
報
』全
５
巻　

１
２
５
、０
０
０
円
＋
税（
全
２
回
配
本
）

 

【
画
像
・
映
像
編
】『
岡
山
孤
児
院
写
真
・映
像
資
料
』全
３
巻　

６
０
、０
０
０
円
＋
税（
全
１
回
配
本
）

◉
刊
行
に
あ
た
っ
て
│
児
嶋
草
次
郎（
石
井
記
念
友
愛
社
理
事
長
）

◉
編
・
解
説
│
│
│
│【
機
関
誌
編
】菊
池
義
昭（
東
洋
大
学
教
授
）　

細
井
勇（
福
岡
県
立
大
学
教
授
）

 
【
画
像
・
映
像
編
】三
上
邦
彦（
岩
手
県
立
大
学
教
授
）　

元
村
智
明（
金
城
大
学
准
教
授
）

◉
推
薦
│
│
│
│
│
│
江
草
安
彦（
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
名
誉
理
事
長
）

 
室
田
保
夫（
関
西
学
院
大
学
教
授
）

 

野
々
村
淑
子（
九
州
大
学
教
授
）

機関誌編
第１回配本第2回配本

２
０
１
５
年
６
月
刊
◎
定
価
６
０
、０
０
０
円
＋
税　

IS
B

N
978-4-905421-64-1

第
１
巻
●『
岡
山
孤
児
院　

写
真
ア
ル
バ
ム
』（
画
像
）（
一
九
〇
四
〜
一
四
年
）

第
２
巻
●『
岡
山
孤
児
院　

写
真
画
・
記
念
写
真
帳
』（
画
像
）（
一
八
九
八
〜
一
九
二
二
年
）

付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
第
１
巻
・
第
２
巻
の
画
像
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

第
３
巻
●『
明
治
時
代
の
孤
児
院
に
於
け
る
生
活
記
録
』（
一
九
〇
五
〜
一
〇
年
頃
の
記
録
）（
映
像
：24′ 50″)

＊　

画像・映像編

【機関誌編】『岡山孤児院新報』【画像・映像編】『岡山孤児院 写真・映像資料』

全１回配本

編集復刻版 史料・岡山孤児院
刊
行
概
要

食堂にて

石井十次
（1865-1914）

洗面の様子

六
花
出
版

編集復刻版

全

５
巻

史料・岡山孤児院

児童福祉事業のさきがけ
岡山孤児院（1887～1926年）の
全貌を明らかにする
機関誌および関連写真・映像資料を復刻!

石井十次
没後100年
記念!

画像・映像編 機関誌編

岡
山
孤
児
院
新
報

岡
山
孤
児
院
新
報

編
・
解
説
＝
菊
池
義
昭
・
細
井
勇

Ａ
４
判
／
上
製
／
総
１
、７
５
２
頁

揃
定
価
＝
12
万
５
０
０
０
円
＋
税

「千二百人時代」と呼ばれた1907年頃。背景は私立岡山孤児院尋常高等小学校

全

３
巻

岡
山
孤
児
院

写
真・映
像
資
料

岡
山
孤
児
院

写
真・映
像
資
料

編
・
解
説
＝
三
上
邦
彦
・
元
村
智
明

Ａ
４
判
／
上
製（
映
像
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

揃
定
価
＝
６
万
円
＋
税



内容見本

岡
山
孤
児
院
は
、
一
八
八
七
年
、
基
督
教
を
信
仰
す
る
医
学
生
・

石
井
十
次
が
、
貧
窮
す
る
女
性
か
ら
子
ど
も
を
預
か
っ
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
、
近
代
に
お
け
る
草
分
け
の
児
童
養
護
事
業
で
あ
る
。

す
べ
て
の
困
窮
す
る
子
ど
も
た
ち
を
引
き
受
け
、
育
て
る
こ
と
を
こ

こ
ろ
ざ
し
、
一
時
期
は
一
二
〇
〇
人
も
の
子
ど
も
が
生
活
し
た
。

農
村
の
荒
廃
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
生
き
る
す
べ
を

失
っ
た
困
窮
者
が
あ
ふ
れ
て
い
た
時
代
、
単
に
子
ど
も
を
「
救
済
」
す
る

だ
け
で
な
く
、
十
分
に
食
べ
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
い
、
家
族

的
な
関
係
の
中
で
育
て
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
成
人
後
の
暮
ら
し
ま
で
考

え
て
展
開
さ
れ
た
岡
山
孤
児
院
の
事
業
は
、
現
在
の
子
ど
も
の
貧
困
問

題
・
教
育
問
題
を
考
え
る
上
で
も
、
大
き
な
示
唆
を
も
つ
。

本
資
料
集
成
は
、「
機
関
誌
編
」
と
し
て
、
一
八
九
六
年
に
創
刊
さ
れ

た
孤
児
院
の
機
関
誌
『
岡
山
孤
児
院
新
報
』
全
号
と
、
そ
の
前
身
誌
に

あ
た
る
『
岡
山
孤
児
院
月
報
』『
岡
山
基
督
教
』、
そ
し
て
『
岡
山
孤
児
院

年
報
』、
英
文
の『A

sylum
 Record

』
誌
を
復
刻
し
、
岡
山
孤
児
院
と

い
う
奇
跡
と
も
い
え
る
大
事
業
の
足
跡
を
辿
る
。

さ
ら
に「
画
像
・
映
像
編
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
暮

ら
し
、
学
び
、
そ
し
て
音
樂
幻
灯
隊
と
し
て
遠
く
台
北
や
旅
順
に
ま
で

出
か
け
た
か
、
そ
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
帳
・
ア
ル
バ
ム
を
復
刻
す

る
と
同
時
に
画
像
デ
ー
タ
を
付
し
た
。
ま
た
一
九
〇
〇
年
代
と
い
う
時

期
に
撮
影
さ
れ
た
動
画
も
デ
ジ
タ
ル
映
像
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
、
解

説
を
付
し
て
復
刻
刊
行
す
る
。

社
会
事
業
史
・
教
育
史
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
子
ど
も
と
貧
困
、
災

害
の
問
題
、
親
へ
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
す
べ
て
の
人
に
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
六
花
出
版
編
集
部
）

刊行にあたって

一
八
六
五

・
石
井
十
次
、
宮
崎
県
児
湯
郡
に
生
ま
れ
る

一
八
六
九

・
日
田
栄
養
館
創
立
（
大
分
県
）

一
八
七
九

・
福
田
会
育
児
院
創
立
（
東
京
）

一
八
八
二

・
岡
山
県
甲
種
医
学
校
に
入
学

一
八
八
四

・
岡
山
県
基
督
教
会
で
洗
礼
を
受
け
る

一
八
八
七

・
岡
山
市
の
三
友
寺
に
孤
児
教
育
会
を
設
置
（
岡
山
孤
児
院
の
創
立
）

一
八
八
八

・「
襤
褸
軒
の
下
学
校
」
と
称
し
て
路
上
生
活
児
童
二
〇
余
名
に
孤
児
院
の
軒
下
で
授
業
を
行
う

一
八
八
九

・
第
三
高
等
中
学
校
医
学
部
を
退
学

一
八
九
一

・
濃
尾
大
地
震　

・
名
古
屋
市
に
震
災
孤
児
院
を
開
設

一
八
九
二

・
上
毛
孤
児
院
創
立
（
群
馬
県
前
橋
市
）

一
八
九
三

・
震
災
孤
児
院
を
岡
山
孤
児
院
本
院
に
合
併　

・『
岡
山
孤
児
院
月
報
』
創
刊

一
八
九
四

・
石
井
の
郷
里
・
宮
崎
県
茶
臼
原
へ
移
住
の
た
め
、
開
拓
を
開
始　

・『
岡
山
基
督
教
』
創
刊

一
八
九
六

・
明
治
三
陸
大
津
波

・『
岡
山
孤
児
院
新
報
』
第
１
号
発
刊　

・
東
京
孤
児
院
創
立

一
八
九
七

・「
幼
児
は
遊
ば
せ
、
子
ど
も
は
学
ば
せ
、
青
年
は
働
か
せ
る
」
こ
と
を
理
念
と
す
る
「
時
代
教
育
法
」
を
案
出

・
私
立
岡
山
孤
児
院
尋
常
高
等
小
学
校
設
立

一
八
九
八

・
院
児
に
よ
る
音
楽
幻
灯
隊
を
編
成
、
尾
道
で
初
公
演
。
以
後
全
国
各
地
、
海
外
ま
で
遠
征
（
〜
一
九
〇
八
年
）

一
八
九
九

・
全
国
の
主
要
停
車
場
に
募
金
函
設
置　

・
幼
稚
園
を
設
立

一
九
〇
〇

・
感
化
法
。
行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
。
精
神
病
者
監
護
法　

・
賛
助
会
員
一
万
人
突
破

一
九
〇
二

・
大
阪
出
張
所
を
設
置
（
〜
一
九
〇
六
年
）

一
九
〇
四

・
日
露
戦
争　

・
戦
争
孤
児
六
三
名
を
受
け
入
れ
る

一
九
〇
五

・「
孤
児
無
制
限
収
容
」
を
発
表　

・
東
北
地
方
冷
害
に
よ
る
大
凶
作

一
九
〇
六

・
仙
台
・
福
島
・
岩
手
に
救
済
事
業
所
を
設
立
。
計
八
二
五
名
の
被
害
児
童
を
岡
山
に
受
け
入
れ
る

・
岡
山
孤
児
院
の
収
容
数
が
一
二
〇
〇
人
を
超
え
る

・
全
面
的
に
委
託
制
度
（
里
預
制
）
を
導
入

一
九
〇
七

・
東
京
事
務
所
と
大
阪
事
務
所
を
開
設

一
九
〇
八

・「
家
族
制
度
」「
満
腹
主
義
」「
宗
教
教
育
」
な
ど
の
方
針
を
記
し
た
「
岡
山
孤
児
院
十
二
則
」
を
発
表

・「
親
は
働
き
、
子
は
学
べ
、
三
代
目
に
は
小
作
人
が
地
主
と
な
る
」と
い
う
考
え
に
基
づ
く「
三
代
教
育
論
」を
発
表

一
九
〇
九

・
大
阪
事
務
所
で「
貧
児
保
育
」「
貧
児
の
夜
学
校
」「
職
業
紹
介
」を
企
画
し
、
愛
染
橋
夜
学
校
、
日
本
橋
同
情
館
を
設
立

・『
岡
山
孤
児
院
新
報
』
一
四
八
号
で
終
刊

一
九
一
二

・
院
児
、
職
員
の
茶
臼
原
移
住
を
完
了
（
岡
山
に
は
里
子
の
み
残
る
）

一
九
一
三

・
私
立
茶
臼
原
尋
常
小
学
校
を
設
立
。「
茶
臼
原
憲
法
」
制
定

一
九
一
四

・
石
井
十
次
、
初
孫
児
嶋
虓
一
郎
誕
生
の
報
を
聞
い
た
の
ち
死
去

一
九
一
七

・
支
援
者
・
大
原
孫
三
郎
が
大
阪
に
財
団
法
人
石
井
記
念
愛
染
園
を
設
立
。
愛
染
橋
保
育
所
・
夜
学
校
を
引
き
継

ぎ
救
済
事
業
研
究
室
を
付
設
（
後
の
大
原
社
会
問
題
研
究
所
）

一
九
二
二

・
少
年
法

一
九
二
六

・
岡
山
孤
児
院
、
茶
臼
原
孤
児
院
が
活
動
終
了

一
九
二
九

・
救
護
法

一
九
三
三

・
児
童
虐
待
防
止
法
／
少
年
教
護
法

一
九
四
五

・
敗
戦

・
児
嶋
虓
一
郎
、
戦
争
被
災
児
救
済
を
目
的
と
し
て
石
井
記
念
友
愛
社
を
茶
臼
原
に
設
立
、
活
動
を
再
開
。

関連年表

◉『岡山孤児院新報』創刊号1896年7月



推薦
します

今
年
は
、
石
井
十
次
没
後
一
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

の
時
に
石
井
十
次
関
連
の
出
版
物
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
出
版
物
に
よ
り
、
石
井
十

次
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

石
井
十
次
は
宮
崎
県
に
生
ま
れ
岡
山
医
学
校
（
岡
山
大
学

医
学
部
の
前
身
）
に
入
学
を
し
ま
し
た
。
や
が
て
岡
山
孤
児
院

を
設
立
し
、倉
敷
の
実
業
家
大
原
孫
三
郎
の
大
き
な
支
援
を

得
て「
神
の
た
め
の
事
業
」
を
情
熱
的
に
展
開
し
、「
孤
児
の

父
」
と
言
わ
れ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
や
が
て
岡
山
だ
け

で
な
く
宮
崎
県
で
も
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は『
岡
山
孤
児

現
在
、
様
々
な
研
究
領
域
で「
生
存
」「
貧
困
」「
福
祉
」
を

め
ぐ
る
問
い
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
期
日
本
の
代
表

的
な
慈
善
事
業
、
岡
山
孤
児
院
も
ま
た
、
社
会
変
容
の
な
か

で
い
わ
ゆ
る
貧
困
児
、
孤
児
、
棄
児
、
浮
浪
児
な
ど
の
い
の

ち
へ
の
ま
な
ざ
し
が
問
わ
れ
る
な
か
で
成
立
し
、
そ
の
後
、

濃
尾
大
地
震
を
受
け
、事
業
を
展
開
し
た
。

本
資
料
集
成
に
収
録
さ
れ
た『
岡
山
孤
児
院
月
報
』等
報

告
類
は
、
岡
山
孤
児
院
が
他
の
孤
児
院
に
先
駆
け
着
手
し

た
情
報
発
信
の
媒
体
で
あ
る
。
事
業
内
容
や
寄
付
者
名
簿

な
ど
の
ほ
か
、
孤
児
の
救
済
経
緯
、
入
院
後
の
生
活
状
況
な

ど
が
記
録
さ
れ
、
事
業
や
孤
児
の
処
遇
と
と
も
に
、
そ
の
媒

体
を
通
じ
た
広
報
手
法
の
歴
史
的
解
明
に
も
貴
重
な
史
料

で
あ
る
。「
写
真
・
映
像
資
料
」
も
ま
た
、
当
時
の
孤
児
院
で

の
暮
ら
し
や
教
育
の
あ
り
よ
う
と
、
社
会
に
発
信
し
た
情
報

石
井
十
次
の
畢
生
の
事
業
と
称
せ
る
も
の
は
、岡
山
孤
児

院
の
施
設
運
営
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
涯
は
岡
山
孤
児
院
と
不

即
不
離
の
関
係
を
持
ち
、
孤
児
院
の
歴
史
は
孤
児
た
ち
の
歴

史
で
も
あ
る
。

政
治
や
経
済
、
教
育
、
外
交
等
々
が
中
心
で
あ
る
一
般
の

歴
史
に
お
い
て
社
会
福
祉
の
歴
史
は
主
流
で
は
な
い
。
貧
困
、

家
庭
崩
壊
、災
害
、戦
争
と
い
っ
た
背
景
に
よ
っ
て
孤
児
が
生

キ
リ
ス
ト
教
社
会
事
業
の
源
泉

─
─
─
江
草
安
彦

院
及
分
院
茶
臼
原
孤
児
院
之
過
去
及
現
在
』
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

岡
山
医
学
校
の
同
級
生
に
は
、
矢
野
恒
太（
日
本
の
社
会
保

障
の
体
系
化
を
は
じ
め
た
第
一
生
命
保
険
の
創
立
者
）
も
お
り
、
お

互
い
に
す
ぐ
れ
た
学
友
が
刺
激
し
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
同
時
期
に
岡
山
で
は
少
年
非
行
問
題
の
先
覚
者

留
岡
幸
助
、
日
本
救
世
軍
の
創
設
者
で
あ
る
山
室
軍
平
と

も
交
友
を
深
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
わ
が
国
の
社
会
福
祉
の

曙
と
も
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
深
い
信
仰
の
人
で
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

（
え
ぐ
さ
・
や
す
ひ
こ　

社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
名
誉
理
事
長
）

し
て
多
く
の
人
が
見
逃
し
て
い
く
歴
史
事
象
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
こ
に
は
か
け
が
え
の
な
い
一
人
ひ
と
り
の
人
生
が
存

し
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
事
実
を
理
解
し
、
光
を
あ
て
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

『
岡
山
孤
児
院
新
報
』
が
文
字
で
残
さ
れ
た
記
録
で
あ
る

と
す
る
な
ら
、
多
く
の『
写
真
帳
』
や
映
像
は
視
覚
に
訴
え

た
記
録
で
あ
る
。石
井
は
福
祉
の
施
設
に
外
国
か
ら
幻
灯
機

戦
略
に
迫
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
。

近
代
国
家
は
、
人
々
の
、
と
り
わ
け
て
貧
し
い
子
ど
も
の

生
存
と
そ
の
後
の
成
長
と
社
会
へ
の
送
り
出
し
、
つ
ま
り
労

働
と
生
活
へ
の
関
心
を
強
め
、
同
時
に
そ
の
整
備
を
進
め
た
。

石
井
十
次
と
い
う
カ
リ
ス
マ
的
創
始
者
の
思
想
と
行
動
に

よ
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
岡
山
孤
児
院
で
行
わ
れ
た
救

済
は
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る

の
か
。
例
え
ば
、
里
預
け
慣
習
や
院
で
の
養
育
方
法
等
、
近

代
家
族
の
価
値
観
が
新
中
間
層
に
浸
透
す
る
以
前
の
、
家

族
的
養
育
へ
の
関
心
が
示
す
も
の
は
何
か
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
い
に
、
こ
の
豊
か
な
史
料
群
は
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
か
。
よ
り
広
い
読
み
手
を
可
能
と
す
る
こ
の
刊
行

は
、
さ
ら
に
そ
の
歴
史
研
究
の
幅
と
深
み
を
保
証
す
る
も
の

と
な
る
だ
ろ
う
。 

（
の
の
む
ら
・
と
し
こ　

九
州
大
学
教
授
）

「
子
ど
も
の
貧
困
」の
歴
史
研
究
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
に

─
─
─
野
々
村
淑
子

文
字
と
写
真
・
映
像
か
ら

孤
児（
院
）の
歴
史
を
よ
む

─
─
─
室
田
保
夫

結髪の光
景

東北から来た子どもたち。襟に名前など
が書かれた布が縫い付けられている

茶臼原孤児院松林学校

ま
れ
、
そ
し
て
彼
ら
が
い
か
な
る
人
生
を
送
っ
た
か
と
い
っ

た
こ
と
は
、
歴
史
の
傍
流
か
ら
全
く
疎
外
さ
れ
た
事
象
で
あ

る
。こ

の
た
び
、
六
花
出
版
よ
り『
岡
山
孤
児
院
新
報
』
と
岡

山
孤
児
院
に
関
す
る
多
く
の『
写
真
帳
』
そ
し
て
映
像
が
復

刻
さ
れ
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
。
歴
史
に

は
書
か
れ
る
歴
史
と
書
か
れ
ざ
る
歴
史
と
が
あ
る
。
社
会
福

祉
の
対
象
と
な
る
歴
史
は
後
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
た
が

っ
て『
岡
山
孤
児
院
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
は
往
々
に

や
活
動
写
真
機
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
記
録
し
た
人
物
で

あ
り
、
ま
た
福
祉
の
世
界
を
視
覚
に
訴
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
も
あ
っ
た
。
有
名
な
八
百
数
十
人
の
東
北
の
孤
児
や
貧

困
児
を
含
め
た
一
同
に
映
し
た
写
真
等
に
は
石
井
独
特
の

意
匠
が
あ
る
。
い
わ
ば
後
世
に
生
き
る
我
々
に
対
し
て
明
確

な
記
憶
を
意
識
的
に
植
え
付
け
た
と
も
解
せ
る
。
文
字
や

写
真
か
ら
何
を
読
み
と
る
か
。
個
々
の
人
間
を
心
に
留
め
る

と
い
う
責
務
が
今
を
生
き
る
我
々
に
は
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
む
ろ
た
・
や
す
お　

関
西
学
院
大
学
教
授
）
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編
集
復
刻
版『
上
毛
孤
児
院
関
係
資
料
集
成
』

全
５
巻
＋
付
録
D
V
D 

1
枚

か
つ
て
帝
国
主
義
戦
争
遂
行
の
た
め
男
た
ち
の
慰
安
に
使
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
年
季
奉
公
や
勤
労

動
員
と
い
う
名
で
安
い
労
働
力
と
し
て
搾
取
さ
れ
て
き
た
、
女
性
た
ち
子
ど
も
た
ち
は
、
敗
戦
後
も

生
活
困
窮
に
よ
っ
て
奴
隷
的
労
働
を
強
制
さ
れ
た
。

本
編
集
復
刻
版
は
、
第
Ⅰ
部
人
身
売
買
編
で
は
女
性
や
子
ど
も
の
人
身
売
買
に
関
す
る
雑
誌

記
事
や
公
文
書
資
料
を
含
む
一
九
四
五
年
よ
り
六
〇
年
頃
ま
で
の
貴
重
資
料
を
収
録
し
、
第
Ⅱ
部
子

ど
も
労
働
編
で
は
労
働
と
呼
ば
れ
た
子
ど
も
労
働
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
不
当
労
働

や
脱
法
と
呼
べ
る
よ
う
な
年
少
労
働
の
問
題
を
示
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
書
籍
の
資
料
を
収
録
し
た
。

児
童
福
祉
史
・
児
童
教
育
史
・
女
性
史
の
み
な
ら
ず
労
働
史
・
占
領
期
研
究
等
、
人
権
の
問
題

に
取
り
組
む
す
べ
て
の
人
々
・
研
究
機
関
に
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

◉
Ａ
５
判
（
第
１
巻
～
第
６
巻
）・
Ａ
４
判
（
第
７
巻
～
第
10
巻
）・
上
製
・
約
４
、０
０
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
─
─
─
１
９
６
、０
０
０
円
＋
税
〈
全
３
回
配
本
〉

◉
編
・
解
説
─
─
藤
野
豊
（
敬
和
学
園
大
学
）：
人
身
売
買
資
料

石
原
剛
志
（
静
岡
大
学
）：
子
ど
も
労
働
資
料

◉
推
薦
─
─
─
─
逸
見
勝
亮
（
北
海
道
大
学
）

角
田
由
紀
子
（
弁
護
士
）

岩
田
正
美
（
日
本
女
子
大
学
）

増
山
均
（
早
稲
田
大
学
）

◦
第
１
回
配
本	

第
１
巻
～
第
４
巻

本
体
６
４
、０
０
０
円
＋
税

〈
２
０
１
３
年
12
月
刊
行
〉

IS
B
N
978-4-905421-41-2

◦
第
２
回
配
本	

第
５
巻
～
第
７
巻

本
体
５
７
、０
０
０
円
＋
税

〈
２
０
１
４
年
６
月
刊
行
〉

IS
B
N
978-4-905421-46-7

◦
第
３
回
配
本	

第
８
巻
～
第
10
巻

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

〈
２
０
１
４
年
12
月
刊
行
〉

IS
B
N
978-4-905421-50-4

編
集
復
刻
版『
戦
後
初
期
人
身
売
買
／
子
ど
も
労
働
問
題

資
料
集
成
』全
10
巻

「
西
の
岡
山
孤
児
院
、
東
の
上
毛
孤
児
院
」
並
び
称
さ
れ
た
上
毛
孤
児
院
（
群
馬
県
）
は
、
災
害
や

凶
作
、
貧
窮
、
障
害
に
よ
っ
て
困
窮
に
陥
っ
た
保
護
者
の
い
な
い
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
た
戦
前

期
児
童
養
護
施
設
の
草
分
け
で
あ
る
。

機
関
誌
『
孤
児
の
友
』『
上
毛
孤
児
院
月
報
』
及
び
関
係
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
編
集
復
刻
。
付

録
と
し
て
幻
灯
用
ガ
ラ
ス
原
板
の
画
像
デ
ー
タ
２
０
８
点
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
た
。

◉
Ｂ
５
判
・
Ａ
４
判
（
第
５
巻
の
み
）・
上
製
・
２
、０
４
２
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
─
─
─
１
１
０
、０
０
０
円
＋
税

◉
編
・
解
説
─
─
宇
都
榮
子
（
専
修
大
学
教
授
）

細
谷
啓
介
（
上
毛
愛
隣
社
理
事
長
）

◉
推
薦
─
─
─
─
室
田
保
夫
（
関
西
学
院
大
学
）

汐
見
稔
幸
（
白
梅
学
園
大
学
）

藤
岡
一
雄
（
元
共
愛
学
園
中
学
・
高
等
学
校
）

松
本
園
子
（
白
梅
学
園
大
学
子
ど
も
学
部
）

◦
第
１
回
配
本	

第
１
巻
～
第
２
巻
・
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ

本
体
４
５
、０
０
０
円
＋
税

〈
２
０
１
１
年
12
月
刊
行
〉

IS
B
N
978-4-905421-09-2

◦
第
２
回
配
本	

第
３
巻
～
第
５
巻

本
体
６
５
、０
０
０
円
＋
税

〈
２
０
１
２
年
９
月
刊
行
〉

IS
B
N
978-4-905421-13-9


